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設
置
は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
診
療
所
の
整
備

を
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
町
診
療
所
の
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
福

島
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
ご
配
慮
に
よ

り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
な
じ
み
の
深
い
双
葉
厚
生

病
院
の
草
野
良
郎
医
師
と
、
鹿
島
厚
生
病
院
か
ら
看

護
師
、
事
務
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
双
葉
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
白
𡈽
正
人
医

師
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
住
民
帰

還
が
始
ま
り
、
診
療
所
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
駅
西
住
宅
エ
リ
ア
は
、「
な
り
わ
い
暮
ら

し
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
電
柱
の
地
中
化
に
よ
る
す
っ

き
り
と
し
た
景
観
に
、
歩
行
者
優
先
で
高
齢
者
に
優

し
い
つ
く
り
と
し
、
み
ん
な
が
集
え
る
緑
あ
ふ
れ
る

エ
リ
ア
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
な

る
住
宅
エ
リ
ア
の
整
備
、
商
業
施
設
、
医
療
体
制
等

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

１
月
15
日
か
ら
22
日
ま
で
の
８
日
間
に
わ
た
り
、

町
立
学
校
に
勤
務
す
る
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

の
出
身
地
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
東
部
の
キ
ン
グ
ス
ト

ン
・
ア
ポ
ン
・
ハ
ル
市
と
、
ビ
バ
リ
ー
町
に
友
好
都

市
推
進
事
業
に
関
す
る
事
前
調
査
の
た
め
訪
問
し
ま

し
た
。
両
首
長
に
は
、
訪
問
の
意
を
伝
え
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

が
こ
れ
ま
で
双
葉
町
の
学
校
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち

の
英
語
指
導
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
を
表

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
ご
縁
と
し
て
今
後
、
教
育

文
化
交
流
を
基
礎
と
し
た
異
文
化
交
流
に
よ
る
教
育

的
価
値
を
高
め
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
交
流
に
つ

な
げ
た
い
と
の
意
向
を
伝
え
、
書
簡
を
手
渡
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ハ
ル
市
内
の
学
校
、
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
ア

カ
デ
ミ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
度
の
イ
ギ
リ
ス

訪
問
に
よ
り
ハ
ル
市
、
ビ
バ
リ
ー
町
と
の
国
際
交
流

事
業
に
つ
な
げ
、
町
と
し
て
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
考
え
で
す
。

　

大
震
災
か
ら
13
年
目
と
な
る
今
年
は
、
卯
年
、
飛

躍
の
年
で
す
。
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
第
三
次
）
の

実
現
に
向
け
て
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
引
き
続
き
町

民
の
皆
さ
ま
の
生
活
再
建
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
は
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
外
に
「
特

定
帰
還
居
住
区
域
」
を
新
設
し
、
令
和
５
年
度
に
双

葉
町
、
大
熊
町
の
一
部
地
域
で
先
行
除
染
を
始
め
る

方
針
で
す
が
、
引
き
続
き
帰
還
困
難
区
域
全
域
の
除

染
を
行
う
よ
う
、
粘
り
強
く
国
に
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

３
月
に
入
り
、
春
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
三
寒
四
温
で
寒
暖
の
差
が
大
き
い

日
が
続
き
ま
す
。
ま
た
、
季
節
の
変
わ
り
目
で
す
の

で
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対

策
を
徹
底
さ
れ
る
と
と
も
に
、
体
調
管
理
に
は
十
分

気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
か
ら
３
月
11
日
で
丸
12
年
の
月
日
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
れ
か
ら
十
二
支
も
一
回
り

し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
双
葉
町
に
と
っ
て
復
興
へ
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
年
で
し
た
。
８
月
30
日
に
特
定

復
興
再
生
拠
点
区
域
の
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
、
町

へ
の
帰
還
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
９
月
５
日
か
ら
は

Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
東
側
の
役
場
新
庁
舎
で
の
業
務
を
開
始

し
、
10
月
１
日
に
は
住
む
拠
点
と
し
て
駅
西
側
に
整

備
し
て
い
る
災
害
公
営
住
宅
、
再
生
賃
貸
住
宅
86
戸

の
内
、
先
行
し
て
25
戸
へ
の
入
居
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
年
２
月
１
日
に
は
駅
西
住
宅
エ
リ
ア

内
に
双
葉
町
診
療
所
が
開
所
し
ま
し
た
。
震
災
前
、

双
葉
町
に
は
二
次
医
療
機
関
と
し
て
の
双
葉
厚
生
病

院
を
は
じ
め
、
一
次
医
療
機
関
と
し
て
医
科
医
院
、

歯
科
医
院
、
調
剤
薬
局
が
あ
り
医
療
環
境
に
恵
ま
れ

て
い
た
町
で
し
た
。
平
成
23
年
４
月
か
ら
は
、
大
熊

町
の
県
立
大
野
病
院
と
双
葉
厚
生
病
院
が
統
合
し
、

よ
り
高
度
な
医
療
環
境
の
充
実
を
目
指
し
て
い
た
と

こ
ろ
で
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
に
よ

り
叶
わ
ぬ
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
町
で
は

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
お
い
て
、
町
へ
の
帰
還
に

向
け
て
健
康
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
に
医
療
施
設
の

町
民
の
皆
さ
ま
へ

～
復
興
の
加
速
化
元
年
～

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗
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　１月 ３日 ・双葉町成人式をいわきワシントンホテル椿山荘にて挙行。

　１月 ８日
９日

・双葉町ダルマ市が勿来酒井復興公営住宅イベント広場で開催される。

　１月 １３日 ・（株）ふたばよりポータブル電源１基が寄贈される。

　１月 １４日 ・ランドポート（株）よりランタン２８５個が寄贈される。

　１月 １８日 ・議会全員協議会を開催。環境省より中間貯蔵施設事業の状況等について、経
済産業省よりＡＬＰＳ処理水の処分に関する基本方針について、東京電力ホー
ルディングス（株）より多核種除去設備等処理水の取り扱いに関する実施計画
変更許可申請についてそれぞれ説明がなされる。

　１月 ２０日 ・

・
・

帰還困難区域を抱える町村協議会が、復興庁、原子力災害現地対策本部、環
境省へ特定復興再生拠点区域外の迅速な除染、残された土地家屋の方針明示、
住民の生活支援策の継続等について要望活動を実施。
準備宿泊開始。
準備宿泊開始に伴う、防犯・防災パトロール出動式を行う。

　２月 ２１日 ・コーラスふたば結成５０年を記念して制作された記念誌が完成。

　２月 ２４日 ・福島県立郡山北工業高校建築科の生徒が制作した、テーブルやベンチなどの
ストリートファニチャー（屋外家具）が寄贈される。

　３月 　２日 ・特定復興再生拠点区域外の９行政区長（羽鳥、石熊、山田、三字、細谷、寺松、
渋川、鴻草、下長塚）より「特定復興再生拠点区域外の除染・家屋解体など
を早期に求める要望書」が提出される。

　３月 　６日 ・公明党東日本大震災復興加速化本部会議が開催され、大熊町、双葉町との意
見交換を行う。

　３月 １１日 ・
・
東日本大震災から１１年。
双葉町産業交流センター（Ｆ―ＢＩＣＣ）
において、東日本大震災双葉町追悼式
が挙行される。

　３月 ２５日 ・双葉町と双葉町議会は東京電力ホールディングス（株）に対し、福島第一原子
力発電所の事故により避難した住民に対する損害賠償請求訴訟での最高裁決
定を受け、全町民に判決と同等の金額の上乗せした賠償をするように求め要
求書を手渡す。

　４月 　８日 ・双葉町放射線量等検証委員会より、伊澤町長に検証結果報告書が提出される。

　４月 １２日 ・伊澤町長が伊藤哲雄町議会議長とともに自由民主党東日本大震災復興加速化
本部役員の吉野正芳衆議院議員、根本匠衆議院議員に対し東京電力福島第一
原子力発電所事故に伴う双葉町民への原子力損害賠償に関する要望を行う。

　４月 １４日 ・復興まちづくり計画有識者会議を開催する。

　４月 １６日 ・日本原子力研究開発機構楢葉技術開発センターにおいて、福島第一原子力発
電所の燃料デブリ取り出し装置（ロボットアーム等）について視察。

　４月 １８日 ・自由民主党東日本大震災復興加速化本部が町内を視察。

令和令和４年の主な動き年の主な動き令和４年の主な動き
令
和
４
年
（
２
０
２
２
）
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　４月 ２１日 ・第１回双葉町復興町民委員会を開催。

　５月 １２日 ・双葉町産業交流センターにて、双葉町の復興・再生に向けた住民説明会を行う。
（６月４日まで県内外１１カ所。）

　５月 １６日 ・原子力発電所所在町協議会が経済産業省と東京電力ホールディングス（株）に
対し、要望活動を行う。

　５月 ３１日 ・特定復興再生拠点区域等に
おける水素燃料電池自動車
を活用した移動販売事業に
関する基本協定締結式が行
われる。

　６月 　２日 ・双葉地方町村会、双葉地方町村議会議長会が自由民主党東日本大震災復興加
速化本部、国土交通省、環境省に対し、双葉地方の復興・再生の加速化に向
けた要望活動を行う。

　６月 　３日 ・東日本大震災・原子力災害伝承館にて長崎大学と川内村、富岡町、大熊町、
双葉町復興推進拠点活動報告会が開催される。

　６月 １０日 ・イオン浪江店前において移動販売車の出発式が行われる。

　７月 　５日 ・株式会社ＮＴＴドコモ東北支社による「災害復興等応援社員募金」の目録贈呈
式が行われる。

　７月 　７日 ・伊澤町長が、友好町である京都府京丹波町役場を訪問し、東日本大震災から
の双葉町の復興状況について説明を行う。

　７月 　９日 ・伊澤町長が、立命館大学朱雀キャンパスにおいて、立命館大学、福島大学、
東京大学が連携して行っている人材育成プログラム「チャレンジ、ふくしま塾。」
の参加学生に対し、双葉町の復興状況について講演を行う。

　７月 １４日 ・特定復興再生拠点区域の避難指示解除
について、石井正弘原子力災害現地対
策本部長と鈴木正晃福島県副知事が伊
澤町長、伊藤町議会議長と避難指示解
除日について協議を行い、令和４年８月
３０日午前０時に解除することで合意
した。

　７月 １５日 ・松野博一内閣官房長官が双葉町内を視察。

　７月 １９日 ・宗清皇一復興大臣政務官が双葉町内を視察。

　７月 ２６日 ・伊澤町長は、伊藤町議会議長、吉田淳大熊町長、吉岡健太郎大熊町議会議長
とともに、復興庁、経済産業省、環境省に対し合同要望活動を行う。

　７月 ３０日 ・公明党東日本大震災復興加速化本部から赤羽一嘉本部長他２３人が双葉町内
を視察。

　８月 １８日 ・内堀雅雄福島県知事が町内を視察。

　８月 １９日 ・秋葉賢也復興大臣がいわき事務所を訪問。

　８月 ２１日 ・双葉町産業交流センターにおいて経済産業省主催の「福島浜通りシネマプロ
ジェクト２０２２」が開催される。

　８月 ２３日 ・太田房江経済産業副大臣がいわき事務所を訪問。

令
和
４
年
（
２
０
２
２
）
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　８月 ２６日 ・友好町である京都府京丹波町の畠中源一町長が町内を視察。

　８月 ２７日 ・双葉町役場新庁舎開庁式を行う。

　８月 ３０日 ・

・

午前０時に特定復興再生拠点区域の避難指示が、東日本大震災から１１年
５カ月ぶりに解除される。
防犯・防災パトロールの出動式を行う。

　９月 　５日 ・
・
震災から１１年５カ月ぶりに双葉町役場新庁舎での業務が開始される。
ＵＲ都市機構と「双葉町の復興まちづくり推進に関する連携協定」を締結。

　９月 　６日 ・町立双葉中学校の生徒が、校外学習で震災後初めて町内を訪れる。

　９月 　７日 ・議会全員協議会を開催。環境省から中間貯蔵施設についての説明がなされる。

　９月 　８日 ・駅西地区に建設中の災害公営住宅の内覧会が行われる。

　９月 １３日 ・９月１３日から１６日の４日間、双葉町役場新庁舎において令和４年第３回双葉
町議会定例会が開催される。双葉町内での町議会の開催は約１１年半ぶりとなる。

　９月 １７日 ・岸田文雄内閣総理大臣が新庁舎を視察し、伊澤町長や若手職員３人との意見交
換を行う。

　９月 2３日 ・双葉町を会場にふたばワールド２０２２ in 双葉が開催される。

　９月 2８日 ・中野地区復興産業拠点において、（株）アルメディオ福島双葉工場の竣工式が行われる。

　９月 2９日 ・町立双葉南・北小学校の５、６年生児童が見学学習で震災後初めて町内を訪れる。

１０月 １２日 ・野中厚農林水産副大臣が新庁舎を訪問する。伊澤町長は伊藤町議会議長とともに、
野中副大臣に双葉町の農業の復興等に向けた重点要望として要望書を手交する。

１０月 １４日 ・浜野行政区内において大規模火災対応訓練が行われる。

１１月 　５日 ・双葉町合併７０周年記念式典が双葉町
産業交流センターで行われる。

１１月 　９日 ・町政懇談会を開催。（１１月２５日まで県内外１１カ所。説明事項：特定復興
再生拠点区域の避難指示解除に伴う運用変更等について）

１２月 １５日 ・第 2 回双葉町復興町民委員会を開催。

１２月 １６日 ・第２１回ふるさとふくしまＣＭ大賞２０２２において、復興支援員が制作した
双葉町のＣＭ作品「おかえり」がアイデア賞を受賞。

１２月 １９日 ・伊澤町長と松本剛明総務大臣の意見交換会がいわき市植田で行われる。

１２月 ２２日 ・双葉町、大熊町、浪江町の３町とトヨタ自動車（株）がカーボンニュートラル
に関する連携協定を締結。

１２月 ２６日 ・双葉町と東北電力ネットワーク㈱相双電力センターによる大規模災害時の相
互協力に関する協定書締結式が行われる。

令
和
４
年
（
２
０
２
２
）
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　１月１２日、渡辺博道復興大臣が就任のあいさつのため双葉町役場に来庁し、伊澤史朗町長、伊藤哲雄
町議会議長と意見交換が行われました。
　伊澤町長は、「町内全域の除染・避難指示解除に向けた道筋を早期に示していただきたい。また、他市町
村と大きく異なる復興状況をご理解いただき、本格的な復興・再生に向けた取り組みを加速化できるよう
十分かつきめ細かい支援を行っていただきたい」と述べ、伊藤町議会議長とともに要望書を手渡しました。

▲▼▲▼▲▼▲▼▲ ▼▲▼▲▼▲▼▲▼

渡辺博道復興大臣来庁渡辺博道復興大臣来庁

「双葉町診療所」開所式「双葉町診療所」開所式
　２月１日、ＪＲ双葉駅西側に整備が進められていた「双葉町診療所」の開所
式が行われ、来賓の方々や関係者など約３０人が出席しました。
　伊澤史朗町長は、開所にあたりご協力いただいた関係者の皆さまに感謝の
意を伝えるとともに、「双葉町診療所は、医療が居住の必要条件になられる方、
町内で勤務されている方々の医療機関として利用いただきたい。今後、名実と
もに『“住民の安心の拠

よ

り所”となる診療所』を目指していく所存です」と式辞
を述べました。
　続いて、伊藤哲雄町議会議長、内堀雅雄福島県知事
代理伊藤賢一保健福祉部次長、佐々木恵寿県議会議員、
遠藤智双葉地方町村会長および髙久忠県厚生農業協同組
合連合会代表理事理事長より祝辞をいただいた後、テープ
カットが行われ、震災後町内に初めて医療施設が開所した
ことを祝い、たくさんの拍手が送られました。

　「双葉町診療所」は地域の皆さまが気軽に健康に関することを相談できる一次医療機関です。ＪＲ双葉駅
東西自由通路の西口を出てすぐの場所に位置し、駅西住宅やＪＲ双葉駅からの交通アクセスが良好です。

〒９７９ー１４７１　福島県双葉郡双葉町大字長塚字町西４番地１
☎０２４０ー２３ー７３８６（診療時間内のみ）

　担当医師

　診療科目
　診　療　日
　休　診　日

　診療時間
　駐　車　場

：金曜日……………草野　良郎　医師（管理者）
　火曜日、木曜日…白𡈽　正人　医師
：内科
：火曜日、木曜日、金曜日
：月曜日、水曜日、土曜日、日曜日、祝日、
　１２月２９日～１月３日
：午前９時～正午、午後１時～午後４時３０分
：敷地内　おもいやり駐車場　１台　一般用　９台
　共　用　おもいやり駐車場　１台　一般用　１９台

渡辺博道復興大臣来庁

　特定復興再生拠点区域外における取り組みの具体化
　復興のスタートに立つ双葉町への重点的サポート
　・ 第２期復興・創生期間以降においても必要な予算規模を

十分確保し、きめ細かい支援を行うこと
　・ まちづくりにあたり、措置や税制措置等の拡充等、継続

的な支援を行うこと
　・ 現在行われている生活支援策について、既に避難指示が

解除されている地域と取り扱いに不平等が生じないよう
特段の配慮を行うこと

●

●

重点要望項目

【問い合わせ先】 健康福祉課　☎０２４０－３３－０１３１

双葉町診療所

「双葉町診療所」開所式
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１
月
21
日
、
い
わ
き
市
勿
来
酒
井
復
興
公

営
住
宅
広
場
に
て
、
町
民
有
志
の
夢
ふ
た
ば

人
（
中
谷
祥
久
会
長
）
主
催
に
よ
り
「
ふ
た
ば

ダ
ル
マ
市
in
な
こ
そ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
７
日
、
８
日
に
双
葉
町
内
で
も
ダ

ル
マ
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
震
災
後
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
支
援
い
た
だ
い
た
い
わ
き
市

勿
来
地
区
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
意
を
込

め
、
引
き
続
き
開
催
し
た
い
と
い
う
夢
ふ
た

ば
人
の
思
い
か
ら
、
今
回
の
開
催
に
至
り
ま

し
た
。

　

初
め
に
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
続
い
て

開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、

夢
ふ
た
ば
人
の
河
野
弘
幸
副
会
長
が
「
３
０

０
年
以
上
続
く
ダ
ル
マ
市
を
１
年
も
絶
や
さ

ず
続
け
て
こ
れ
た
の
は
、
い
わ
き
市
の
皆
さ

ま
の
お
か
げ
で
あ
り
、
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

今
日
一
日
、
ダ
ル
マ
市
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
来

賓
と
し
て
平
岩　

弘
副
町
長
が
祝
辞
を
代
読

し
、
い
わ
き
市
勿
来
地
区
の
皆
さ
ん
へ
こ
れ

ま
で
の
支
援
に
感
謝
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。

　

開
会
式
後
は
、
い
わ
き
市
の
「
山
田
美
風

太
鼓
」
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
や
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

Ｆ
Ｏ
Ｒ　
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
」
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
、
い
わ
き
市
立
錦
小
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
な
ど
が
次
々
と
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ダ
ル
マ
市
恒
例
の
巨
大
ダ
ル
マ
引
き

も
行
わ
れ
、
南
北
力
い
っ
ぱ
い
引
き
合
い
、

２
勝
１
敗
で
北
に
軍
配
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
ふ
た
ば
ダ
ル
マ
市
in
な
こ
そ
」
は
町
民

の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
で
多
く
の
賑
わ

い
を
見
せ
、
会
場
に
い
る
皆
さ
ん
で
の
万
歳

三
唱
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

【一般社団法人ふたばプロジェクト】 住所：双葉町大字長塚字谷沢町１００番地３
☎０２４０－２３－７６３７　ＦＡＸ０２４０－２３－７６３８

　いわき市植田に事務所を構えていた一般社団法人ふたばプロジェクトが町内に事務所を移転したこと
に伴い、１月２３日に開所式が行われました。開所式では新事務所の安全とふたばプロジェクトのさら
なる発展を祈念し神事が執り行われるとともに、式の後には出席者によりダルマへの目入れが行われま
した。
　平岩　弘副町長が「魅力あるまちづくりを進め、ふる
さと双葉町を未来につないでいくため、官民連携して力
を合わせ復興・再生の歩みを一層加速させなければなら
ない。これからも未来へ向けたまちづくりのために引き
続きご活躍いただきますようお願いいたします」と祝辞
を代読しました。
　ふたばプロジェクトは、開所式に先立ち１月４日から
新事務所で業務を開始しています。

一般社団法人ふたばプロジェクト新事務所開所式一般社団法人ふたばプロジェクト新事務所開所式

ふたばダルマ市ふたばダルマ市 inin なこそなこそ

山田美風太鼓

錦小学校吹奏楽部による演奏 ＬＯＶＥ　ＦＯＲ　ＮＩＰＰＯＮによるステージ

巨大ダルマ引きダルマの販売

ふたばダルマ市ふたばダルマ市 inin なこそなこそふたばダルマ市 in なこそ

一般社団法人ふたばプロジェクト新事務所開所式
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英国表敬訪問
～ 友好都市推進事業に関する事前調査 ～

　

１
月
15
日
か
ら
22
日
ま
で
、
伊
澤

史
朗
町
長
、伊
藤
哲
雄
町
議
会
議
長
、

　

下
明
夫
教
育
長
ら
８
人
が
英
国
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
震
災
前
か
ら
町

立
小
中
学
校
の
英
語
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
教
育

に
携
わ
っ
て
い
る
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
バ

ラ
ー
ド
さ
ん
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ジ
ェ

リ
ー
マ
ン
さ
ん
の
出
身
地
で
あ
る
英

国
の
キ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ア
ポ
ン
・
ハ

ル
市
お
よ
び
ビ
バ
リ
ー
町
を
訪
れ
、

震
災
以
降
も
町
と
と
も
に
避
難
生
活

を
送
り
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
教
育

活
動
に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

へ
の
感
謝
の
意
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
２
人
を
生
み
育
て
た
２
市
町
と

友
好
関
係
を
築
き
、
教
育
分
野
を
主

と
し
た
異
文
化
交
流
、
生
徒
交
流
を

進
め
た
い
と
い
う
伊
澤
町
長
の
思
い

か
ら
、
３
年
越
し
で
実
現
し
た
も
の

で
す
。

　

16
日
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
、

福
島
県
と
国
際
交
流
、
情
報
発
信
な

ど
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
て
い
る

「
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
・

ロ
ン
ド
ン
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
）」
を
訪
れ
ま

し
た
。
伊
澤
町
長
は
福
島
市
出
身
の

大
沼
信
一
教
授
に
双
葉
ダ
ル
マ
を
手

渡
し
、
そ
の
後
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
沼
教
授
か
ら
Ｕ
Ｃ
Ｌ
学

内
の
案
内
を
受
け
、
近
代
日
本
を
築

い
た
歴
史
上
の
多
く
の
人
物
が
Ｕ
Ｃ

Ｌ
で
学
ん
だ
こ
と
を
知
っ
た
伊
澤
町

長
は「
双
葉
町
は
文
教
の
町
で
あ
る
。

ぜ
ひ
子
ど
も
た
ち
の
交
流
、
連
携
を

お
願
い
し
た
い
」
と
強
い
思
い
を
述

べ
ま
し
た
。

　

17
日
は
、
２
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
出
身

地
で
あ
る
キ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ア
ポ
ン
・

ハ
ル
市
と
ビ
バ
リ
ー
町
を
訪
れ
、
ク

リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ン
ド
ー
ル
市
長
、

リ
ン
ダ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
町
長
そ
れ
ぞ

れ
と
面
談
し
ま
し
た
。
伊
澤
町
長
は

「
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
２
人
に
は
、
現
在
も
継

続
し
て
町
の
子
ど
も
た
ち
の
英
語
教

育
の
た
め
に
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添

い
、
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
尊
敬

に
値
す
る
素
晴
ら
し
い
教
師
を
育
ん

だ
ハ
ル
市
、
ビ
バ
リ
ー
町
と
の
友
好

都
市
締
結
を
目
指
す
た
め
、
異
文
化

交
流
を
基
盤
と
し
た
生
徒
交
流
事
業

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
２
人
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
を

た
た
え
、
友
好
都
市
締
結
に
向
け
た

書
簡
を
手
渡
し
ま
し
た
。
ク
リ
ス

テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ン
ド
ー
ル
市
長
、
リ

ン
ダ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
町
長
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
、
町
と
の
友
好
都
市
締
結
に
つ

い
て
前
向
き
な
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

18
日
は
、
白
河
市
出
身
の
満
山
喜

郎
在
英
県
人
会
ロ
ン
ド
ン
し
ゃ
く
な

げ
会
会
長
も
参
加
し
、
セ
ラ
フ
ィ
ー

ル
ド
市
に
立
地
す
る
原
子
力
関
連
施

設
の
一
大
集
積
拠
点
「
セ
ラ
フ
ィ
ー

ル
ド
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
敷
地
内

に
は
、
核
燃
料
再
処
理
工
場
や
廃
棄

物
保
管
施
設
な
ど
の
他
、
２
１
５
０

年
の
廃
炉
完
了
を
目
指
し
て
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
原
子
炉
も
立
地
し

て
お
り
、
長
期
に
わ
た
る
廃
炉
へ
の

取
り
組
み
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

伊
澤
町
長
は
、「
慎
重
に
進
め
ら
れ

て
い
る
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
歴
史
あ

る
取
り
組
み
に
学
び
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
廃
炉
が
安
全
に
進
め

ら
れ
る
よ
う
見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

19
日
は
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
市
内
か

ら
ロ
ン
ド
ン
へ
移
動
し
、
20
日
に

は
、
在
英
日
本
商
工
会
議
所
、
自
治

体
国
際
化
協
会
（
ク
レ
ア
）
お
よ
び

在
英
国
日
本
国
大
使
館
を
訪
問
し
ま

し
た
。
各
所
で
行
わ
れ
た
意
見
交
換

で
は
、
伊
澤
町
長
が
、
町
の
状
況
や

今
回
の
訪
英
の
目
的
、
ハ
ル
市
、
ビ

バ
リ
ー
町
訪
問
に
よ
る
友
好
都
市

締
結
の
手
応
え
等
に
つ
い
て
報
告

す
る
と
と
も
に
、
教
育
分
野
を
中
心

と
し
た
英
国
と
の
交
流
や
連
携
、
ハ

ル
市
・
ビ
バ
リ
ー
町
と
の
友
好
都
市

締
結
に
向
け
た
今
後
の
支
援
協
力

に
つ
い
て
依
頼
し
ま
し
た
。
在
英
日

本
商
工
会
議
所
の
高
田
明
彦
会
頭
、

在
英
国
日
本
国
大
使
館
の
林
肇
駐
英

大
使
ら
は
、
町
の
意
向
に
つ
い
て
賛

同
さ
れ
、
支
援
に
つ
い
て
前
向
き
な

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
英
を
皮
切
り
に
、
今
後

町
で
は
ハ
ル
市
、
ビ
バ
リ
ー
町
と
の

友
好
都
市
締
結
や
教
育
分
野
を
柱
と

し
た
子
ど
も
た
ち
の
交
流
事
業
、
異

文
化
交
流
事
業
等
の
推
進
に
向
け
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「ユニバーシティー・カレッジ・ロンドン（UCL）」訪問１月１６日

ＵＣＬ学内を視察 双葉ダルマを受け取った大沼信一教授
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在英日本商工会議所、在英国日本国大使館、自治体国際化協会訪問

キングストン・アポン・ハル市、ビバリー町訪問

原子力関連施設集積拠点「セラフィールド」視察

１月２０日

１月１７日

１月１８日

自治体国際化協会在英日本商工会議所

クリスティーン・ランドール市長へ書簡を手交

ハル市による活動報告 ハル市内の学校訪問
ＡＬＴフィリップ・ジェリーマンさんの

ご家族を交え交流

リンダ・ジョンソン町長へ書簡を手交
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双葉町教育委員会教育長

～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

　２０２３年（令和５年）も早２カ月が過ぎました。現在、『幼児１０１人、小学生２０７人、中学
生１４５人　合計４５３人（令和４年１０月１日現在）』の双葉町の子どもたちが、福島県内およ
び全国各地において学校生活を送り、その地域で温かく見守られながら勉学に運動に励んでおり
ます。
　振り返ってみますと、「放射能汚染」と「新型コロナウイルス感染症」という目に見えない大き
な恐怖と向き合い、正しい情報をもとに、周りと協力して乗り越えようと努力してきました。一方、
「観測史上初」と言われるような豪雨、豪雪、そして乾燥による大規模な山火事や干ばつ等の異常
気象。そして、大地震など自然災害の被害が日本だけでなく、全世界において発生し、悲痛の叫
びとなっております。加えてグローバルな現代社会において信じ難い無意味で非難に値する軍事
侵攻が一年以上続き、多くの尊い命が奪われている現実。教育長メッセージのタイトルとは逆行
するような前段になってしまいましたが、これも、１月に行った英国表敬訪問での人と人とのつ
ながりや数々の貴重な体験から改めて感じた思いであり、世界の現実を直視し安全・安心な生活
維持向上に向けた取り組みの大切さを改めて感じた上でのコメントでした。

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ

　英語指導助手（ＡＬＴ）の２人の出身地であるイギリスのキングストン・アポン・ハル市とビバ
リー町への表敬訪問と家族への感謝の気持ちを伝えることができました。事前に準備したビデオ
メッセージも現地で放映し皆さんに喜んでいただきました。フィリップのお母さんのコメントで、
大変印象的だったのは、「イギリスに帰って来てもらい一緒に生活したいという思いはありますが、
日本（双葉町）の子どもたち、そして皆さんの役に立っている息子を誇りに思います」という母親
としての子を思うコメントを聞いて胸が熱くなりました。
　学校訪問をしたブルーバードアカデミーから町立学校へと贈られた文房具に対する御礼を、子ど
もたちが英語で表現してメッセージを送る計画です。まずは、メールやメッセージビデオなどで交
流することを計画しております。

　英国表敬訪問の報告

　学校では、一年間のまとめと次年度への準備のため、教育活動の細かな計画について最終調整に
入り、学習面、生活面の総まとめに取り組んでいることと思います。
　そして、冒頭に示しました双葉町の子どもたちの中で、『年長４０人、６年生３０人、中学３年生
５０人』の園児・児童・生徒の皆さんがこの３月に卒園・卒業を迎えます。皆さんの前途に幸多か
らんことをお祈りするとともに、今後とも支援してまいります。

　卒園・卒業に向けて

　各自治会や婦人学級、そして、町民俗芸能保存会、芸術文化団体連絡協議会の皆さまにおかれま
しても、自主性に基づく熱い思いや伝統芸能の継承に関わる活動に対して、改めて敬意と感謝を申
し上げます。避難先での困難さに加え丸３年コロナ禍により活動が制限され大変な思いをされたと
思いますが、これからも町民の絆として双葉町が一丸となって復興に取り組んでいるパワーを県内
外に発信いただければとご期待申し上げます。

　生涯学習の充実に向けて
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教育総務課からのお知らせです

－ 令和５年度の双葉町奨学生を次により募集します －
◇申し込み資格
・ 高等学校（高等専門学校を含む）、専修学
校、大学、大学院に在学する者または令和
５年度入学予定者。
　※ 職業能力開発促進法に基づく学校等を

含む。

◇返還の方法
・ 卒業月の６カ月後から１０年以内に、奨学資
　金の全額を半年賦で返還していただきます。
　希望により一括返還することもできます。
・利子は無利子です。

　・申請書の提出場所　
双葉町教育委員会

※郵送での受け付けも行います。
※ 申し込みを希望される方は、３月１日（水）
から双葉町教育委員会教育総務課において申
請書類を交付します。また、電話での依頼に
より申請書類の郵送も行いますので、下記問
い合わせ先へご連絡ください。

◇貸与期間
在学校の正規の修業期間

令和５年度　双葉町奨学生募集令和５年度　双葉町奨学生募集

・ 経済的理由により修学困難と認められる
こと。
・ 国、県またはほかの団体から同種類の奨
学資金の貸与または給与を受けていない
こと。

◇申し込み手続き
　・申込受付期間

４月３日（月）から５月１０日（水）まで
ただし、家計の急変等により緊急に奨学資金
を必要とする場合は、受付期間を過ぎても採
用しますので、双葉町教育委員会教育総務課
までご相談ください。

◇貸与額（月額）
・高等学校（高等専門学校を含む）
・専修学校
・国、公立大学
・私立大学
・大学院

１５，０００円
２０，０００円
３５，０００円
４０，０００円
４０，０００円

…
……………………………
………………………

……………………………
………………………………

令和５年度　双葉町奨学生募集令和５年度　双葉町奨学生募集令和５年度　双葉町奨学生募集

電子メール kyouiku@town.futaba.fukushima.jp

【問い合わせ先】
☎ ０２４６－８４－５２１０ ＦＡＸ ０２４６－８４－５２１２双葉町教育委員会　教育総務課

いわき市東田町二丁目１９－４　双葉町役場いわき支所内〒９７４－８２１２

　双葉町に住所を有している方で、避難先の小・中学校に通学している児童・生徒の保護
者に対し、義務教育を円滑に実施できるよう、学校給食費や学用品費等の経費の一部援助
を行います。
　就学援助の申請は、原発避難者特例法により原則として避難先自治体で実施することに
なっていますので、希望される方は、まず避難先の市区町村教育委員会、または現在通学
している学校へご相談ください。
　避難先市区町村で就学援助の対象者に認定されなかった場合
は、双葉町教育委員会教育総務課にお申し出ください。（避難
先の市区町村との重複受給はできません）
　令和４年度に双葉町から支援を受けていた児童・生徒および
令和５年度新入学児童・生徒については後日、申請書等関係書
類を送付します。

令和５年度令和５年度　双葉町児童・生徒への就学援助について双葉町児童・生徒への就学援助について令和５年度　双葉町児童・生徒への就学援助について
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募集する住戸

【問い合わせ先】 総務課　管財係　☎０２４０－３３－０１２４

入居可能日
令和５年６月から入居
が可能となります。

種　別 住戸区分 募集戸数
災害公営住宅 タウンハウス ３DK（85.0㎡） １戸

再生賃貸住宅
タウンハウス ３DK（85.0㎡） １戸
戸　建 １LDK（71.4㎡） １戸
戸　建 ２LDK（75.6㎡） １戸

申 込 方 法 「駅西住宅申込書」に必要事項を記入し、郵送、持参、メールで総務課まで
提出してください。駅西住宅申込書は、町ホームページからダウンロードす
るか総務課に請求してください。

・

※ 郵送の場合は、期限日までに必着。持参及びメールの場合は、期限日の午後５時１５分まで。
申込受付期間 令和５年３月１日（水）から令和５年３月２４日（金）まで・

「駅西住宅」入居者再募集のご案内「駅西住宅」入居者再募集のご案内

衆議院小選挙区の区割り
改正前 改正後

　公職選挙法の一部を改正する法律が令和４年１１月２８日に公布、同年１２月２８日から施行され、衆
議院小選挙区の区割りと比例代表選挙区別定数が改定されました。
　これに伴い、双葉町では衆議院小選挙区の区割りが「福島第５区」から「福島第４区」に変更となります。
　また、衆議院比例代表選挙区（東北ブロック）の定数が「１３人」から「１２人」に減少します。

▲総務省ホーム
　ページ

　なお、この改正は、施行の日以降初めて執行される衆議院議員総選挙から適用され
ます。（この総選挙以前に行われる補欠選挙では適用されません）
　詳細については、総務省のホームページでご確認ください。

福島第５区 いわき市、双葉郡 福島第４区 いわき市、相馬市、南相馬市、双葉郡、相馬郡

「駅西住宅」入居者再募集のご案内

【問い合わせ先】 国土交通省道路局　高速道路課　☎０３－５２５３－８５００

（１）高速道路の無料措置について、令和６年３月３１日まで延長します。
（２）制度趣旨に合った適切な利用となるよう、以下の措置を実施します。
　　　・ 本措置の利用時に必要となる「ふるさと帰還通行カード」について、令和５年秋以降に更新予定

のカードから更新時の申請手続きを導入し、利用目的を確認します。（全市町村共通）
　　　・ 被災時に一部の地域（※）に住所を有していた方については、更新時に申請していただく区間の

走行に限り無料措置の対象とします。（対象市町村のみ）
（※）田村市、南相馬市（旧警戒区域及び帰還困難区域を除く地域）、伊達市、川俣町、広野町、楢葉町、川内村

（３）具体的な更新カードへの移行時期や手続きの詳細等は、決定次第お知らせします。

詳細な内容については、国土交通省の下記ＵＲＬよりご確認ください。
https : / / www.mlit .go.jp/report/press/road01_hh_001626.html

～無料措置期間の延長および制度適正化措置の実施について～
原発事故による警戒区域等からの避難者に対する高速道路の無料措置原発事故による警戒区域等からの避難者に対する高速道路の無料措置原発事故による警戒区域等からの避難者に対する高速道路の無料措置

衆議院小選挙区の区割りおよび衆議院小選挙区の区割りおよび
衆議院比例代表選挙区衆議院比例代表選挙区（ブロック）（ブロック）別定数の変更について別定数の変更について
衆議院小選挙区の区割りおよび
衆議院比例代表選挙区（ブロック）別定数の変更について
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　新型コロナ感染症に注意しながら、しばらくぶりに皆さま方とともに、下羽鳥地区総会・交流会を

下記のとおり開催いたしますので、ぜひご参加ください。

下羽鳥地区総会・交流会のお知らせ

◆開催日時：

【連絡先・問い合わせ先】

４月１５日（土）～４月１６日（日）
・午後３時 ～ 　下羽鳥地区総会
・午後６時 ～ 　交流会

◆開催場所：いわき市　ホテル花天
いわき市小名浜下神白字大作９
電　話　０２４６－７３－０５６７

◆申し込み締め切り：３月２０日（月）

☎０９０－７５２２－９６１０木幡　敏郎

☎０９０－１０６１－３９３５榎内　宏

特定復興再生拠点区域外への帰還意向調査について
　令和４年８月２６日から９月２０日にかけて、町は、内閣府と共同で、震災発生時、住民登録されていた方の
うち、帰還困難区域（中間貯蔵施設区域を除く）に土地・建物を所有している方と、その方と同居されていた
親族の方を対象に帰還意向調査を実施させていただきました。
　これは、国の「２０２０年代をかけて、帰還意向のある住民が帰還できるよう、避難指示解除の取り組みを進める」
という方針を踏まえ、帰還に必要な箇所の除染を実施して避難指示解除を進めていくために実施しているものです。
　ご協力いただきました住民の皆さまにおかれましては、誠にありがとうございました。ご回答を踏まえて、
今後、避難指示の解除や除染の範囲等についての検討を行ってまいります。
　なお、２月７日時点の集計結果について、次のとおりお知らせいたします。

　また、調査票やこれまでの広報紙にも記載させていただきましたとおり、令和４年９月２０日の締め切り以
降も回答を受け付けてきましたが、令和５年３月３１日（必着）をもって令和４年に送付した帰還意向調査へ
のご回答を締め切らせていただき、除染の範囲等の具体的な検討を行ってまいりますのでご理解いただけます
ようお願いいたします。加えて、これに伴い令和５年４月１日以降は問い合わせセンターの受け付けを平日
（祝日除く）のみとさせていただきますのでご了承ください。
　令和５年３月３１日までは引き続き回答を受け付けておりますので、ご回答をいただける皆さまにおかれて
は、以下の問い合わせセンターへご連絡ください。

 世帯員の方々が何カ
所かに分かれてお住ま
いの場合、意向確認漏
れを防ぐため、それぞ
れのご住所へ帰還意向
調査書類を送付させて
いただいているため、
世帯数と発送数は一致
しておりません。

営農のご意向について
は、帰還希望ありと回
答いただいた世帯にの
みお伺いしております。

※１： 

※２：

意向調査票　世帯ごとの送付・回収状況及び概要（２月７日時点）
実　績 参　考

送付：発送数（部） ５６５

世帯数（世帯） ４１０

返送世帯数 ２１０

　　帰還希望あり ９２ ※１人以上が帰還希望者ありの世帯数

　　　営農意向あり ６０

　　　営農意向なし ２２

　　　その他 １０

　　帰還希望なし ４４ ※世帯員全員が帰還希望なしの世帯数

　　保留 ７４ ※帰還希望者０人かつ１人以上が保留の世帯数

「帰還意向調査」問い合わせセンター
受付時間　８：３０～１７：１５（土日、祝日含む）※令和５年３月３１日まで
　　　　　　　８：３０～１７：１５（平日のみ【祝日除く】）※令和５年４月１日以降

フリーダイヤル　０１２０－２８５－１２２
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医療費一部負担金等免除証明書について

　国民健康保険と後期高齢者医療保険にご加入で、現在免除証明書をお持ちの方へ、有効
期限が令和５年７月３１日の免除証明書を避難先住所へ送付いたしました。
　３月１日以降は今回送付した免除証明書を医療機関窓口で保険証等と一緒に提示してく
ださい。免除証明書の提示がない場合や有効期限が切れた免除証明書、被災証明書を提示
した場合には、医療費一部負担金の免除を受けることはできませんので、ご注意ください。
　免除証明書の色と大きさは下記のとおりです。

※ 入院時食事療養費、入院時生活療養費の自己負担分および柔道整復（接骨院等）・あん摩・
マッサージ・はり・きゅう師等の施術費、治療用装具費は免除の対象ではありませんので、
自己負担金が発生します。また、保険外診療分についても自己負担となります。

健康保険の種類 色 大きさ
双葉町国民健康保険 オレンジ色 保険証と同じ大きさ（縦５．５㎝×横８．６㎝）

後期高齢者医療保険 うぐいす色 Ａ４用紙（縦２９．７㎝×横２１㎝）

双葉町国民健康保険被保険者証の更新について
【双葉町国民健康保険にご加入の方】

【双葉町国民健康保険および後期高齢者医療保険にご加入の方】

　令和５年度の双葉町国民健康保険被保険
者証（以下：保険証）を３月下旬に簡易書留
郵便にて避難先住所（３月１日時点で役場
に登録されている避難先住所）へ個人宛に
送付いたします。同じ避難先でも、郵便事
情により配達日が数日前後することがあり
ます。
　保険証の配達時にご不在の場合は、郵便
局に１週間程度保管されます。保管期間内
に郵便局へ再配達を依頼し、お受け取りく
ださい。

　なお、３月下旬の発送は保険証のみとなり、
免除証明書は同封されませんので、ご注意く
ださい。免除証明書は２月に送付したものを
ご使用ください。
　有効期限が切れた保険証は、自己責任のもと
破棄していただくか、双葉町健康福祉課まで
ご返却ください。

【後期高齢者医療保険にご加入の方】
　保険証の有効期限は毎年７月末となりますの
で、３月下旬の発送はありません。保険証の更新
については、広報紙等でお知らせいたします。

【問い合わせ先】　健康福祉課　国保年金係　☎ ０２４０－３３－０１３１

【問い合わせ先】　健康福祉課　福祉介護係　☎ ０２４０－３３－０１３１

介護保険利用者負担額減額・免除認定証について
　介護保険利用者負担額減額・免除認定証（有効期限：令和５年７月３１日）を介護保険サー
ビス利用者の皆さまへ送付いたしました。令和５年３月１日以降は今回送付した介護保険利用
者負担額減額・免除認定証を介護保険サービス事業者へ提示ください。

名　　称 色 大きさ

介護保険利用者負担額減額・
免除認定証 黄 色 介護保険負担割合証と同じ大きさ

（縦１２.７cm×横１８.４cm）

介護保険利用者負担額減額・免除認定証の色と大きさは下記のとおりです。

* * 
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３月は「自殺対策強化月間」です
　この時期は環境の変化が重なるためストレスを感じやすくなります。
　わたしたちは、誰でも人間関係や仕事、勉強、金銭面などの様々な悩みを抱えているものです。「こ
のくらいなら大丈夫」と思っていても、ストレス状態が長く続いたり、いくつものストレスが重なり合っ
たりすると、心身に不調をきたし、仕事や生活に支障が出ることがあります。
　心の健康を保つためには、ストレスをため込まず、自分なりの方法で上手に発散することが大切です。
また、規則正しい生活や適度な運動は、ストレスへの抵抗力が高まりやすくなります。
　自分を守るために、また周囲の誰かを守るために、こころの疲れに気づいたら、早めに
専門機関に相談しましょう。

　自殺を考えている人は、周囲に「助けてほしい」とサインを出しています。“ 表情が暗い ” “ 元気がない ”
など周りの人がサインに気づき、声をかけることが、自殺を予防するための大きな一歩になります。

　「不安で眠れない、夜中に目が覚める」「考えがまとまらない」「何も手につかない」「食欲がない」など、
困りごとがありましたら、健康福祉課以外にも下記の相談窓口をご利用できます。一人で抱え込まずにご
相談ください。

こころの健康相談窓口について

周りにも目を向けましょう

・福島県精神保健福祉センター
・相双保健福祉事務所
・被災者相談ダイヤル
　ふくここライン

☎０２４－５３５－３５５６（平日：午前８時３０分 ～ 午後５時１５分）
☎０２４４－２６－１１３３（平日：午前８時３０分 ～ 午後５時１５分）
☎０１２０－７８３－２９５（月～金：午前９時 ～ 午前１２時／
　　　　　　　　　　　午後１時 ～ 午後５時）

※土日祝日・年末年始は除く

☎０１２０－２７９－３３８（２４時間対応）
☎０１２０－２７９－２２６（２４時間対応）

参考：いわき市保健所資料「思いつめていませんか？」　ふくしま心のケアセンター活動記録誌第 9号、厚労省ＨＰ「自殺対策」

つなぐ つつむ

つなぐ ささえる

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎ ０２４０－３３－０１３１

・よりそいホットライン（全国）
・よりそいホットライン
　（岩手・宮城・福島専用）

子宮がん検診 乳がん検診

対象者 ・２０～８４歳の女性 ・４０～８４歳の女性

内　容
① 医療機関（６月～）※地区により異なります
② 集団検診（１０月）※県内２カ所
　　　　　　　　　　 ※乳がんと同日実施

① 集団検診のみ（９～１０月）
　 ※県内５カ所
　 ※一部、子宮がんと同日実施

【問い合わせ先】　健康福祉課　健康づくり係　☎ ０２４０－３３－０１３１

　県内在住の婦人がん検診対象者の申し込み方法が変わります。

詳細は広報ふたば５月号に掲載しますので、ご確認ください。

　◇変更前：２月～３月に意向調査でのお申し込み

　◆変更後：５月以降に通知し、電話等によるお申し込み

令和５年度「婦人がん検診の意向調査」廃止のお知らせ令和５年度「婦人がん検診の意向調査」廃止のお知らせ

婦人がん検診について婦人がん検診について婦人がん検診について

令和５年度「婦人がん検診の意向調査」廃止のお知らせ令和５年度「婦人がん検診の意向調査」廃止のお知らせ令和５年度「婦人がん検診の意向調査」廃止のお知らせ
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　長崎大学は令和４年６月に町民の皆さんを対象とした放射線と健康に関するアンケート調査を実施し、４７０
人の方にご回答いただきました。広報ふたば令和５年１月号に引き続きアンケート結果を報告いたします。
　アンケートの結果、約７５％の方が双葉町の復興を期待していると回答されました。その中で、年齢や性別、
１７歳以下の方との同居の有無、現在の居住地、生活の質への満足度によって双葉町の復興を期待している
人と期待していない人の割合に違いがないことがわかりました。一方で、町の復興を期待している人の方が、
放射線健康リスクへの懸念や福島第一原子力発電所から発生する処理水への懸念が少ない傾向であることが
わかりました。復興・町づくりを進めていくために、放射線に関する情報を継続的に発信していくことが重
要であると考えています。
　長崎大学は、双葉町役場内に、「放射線の健康相談窓口」を設置していますので、お気軽にお声かけください。

長崎大学・双葉町復興推進拠点が実施したアンケ長崎大学・双葉町復興推進拠点が実施したアンケート結果についてト結果について

【問い合わせ先】 健康福祉課　健康づくり係　☎０２４０－３３－０１３１

長崎大学・双葉町復興推進拠点が実施したアンケート結果について

双葉警察署：富岡町中央二丁目１９ ☎０２４０－２２－２１２１

　受験希望の方はもちろん、少しでも興味のある方、ご家族ご親戚に受験資格のある方
などたくさんの応募をお待ちしています。
　募集についての問い合わせや、質問などはお気軽にご相談してください。

警察官Ａ… 年齢３３歳未満の者で、大学卒業者または大学卒業見込みの者
警察官Ｂ… 年齢１７歳以上３３歳未満の者（大学卒業者または大学卒業見込みの者を除く）

　警察官は、福利厚生が充実しており、女性の育児休暇はもちろん男性も育児に参加できるための
休暇や、夏休み休暇など職員全員が働きやすい環境です。
　双葉署員も各種休暇を積極的に取得しており、各自仕事とプライベートの両立ができています！
　ぜひ、警察官採用試験を受験してください。
　あなたと一緒に働けるのを待っています！

試験の種類 受付期間 一次試験 合格発表 二次試験 合格発表

警察官Ａ
（第１回）

　３月　１日（水）

～

　４月　７日（金）
　５月２１日（日） 　６月　７日（水）

　６月３０日（金）

～

　７月　５日（水）
　８月１７日（木）

警察官Ａ
（第２回）

　７月２４日（月）

～

　８月１８日（金）
　９月１７日（日） １０月　３日（火）

１０月２２日（日）

～

１０月２７日（金）
１１月３０日（木）

警察官Ｂ
　７月２４日（月）

～

　８月１８日（金）
　９月１７日（日） １０月　３日（火）

１０月２２日（日）

～

１０月２５日（水）
１１月３０日（木）

双葉警察署　警務課　☎０２４０－２２－２１２１　　採用フリーダイヤル　☎０１２０－２７６－３１４

福島県警察では令和５年度採用試験で警察官を募集予定です福島県警察では令和５年度採用試験で警察官を募集予定です！

採
用
試
験
日
程（
予
定
）

採
用
試
験
日
程（
予
定
）

双葉警察署警務係からひとこと(^^)/

双葉警察署からのお知らせ双葉警察署からのお知らせ

● 問い合わせ先 ●（平日午前９時～午後５時）

＊受験資格＊

採
用
試
験
日
程（
予
定
）

双葉警察署からのお知らせ双葉警察署からのお知らせ双葉警察署からのお知らせ

福島県警察では令和５年度採用試験で警察官を募集予定です！
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双葉町社会福祉協議会

こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。参加をご希望の方は、事前
申し込みが必要となりますので、下記問い合わせ先へご連絡ください。

●社協サロン

●健康運動教室
会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申し込み先

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

①第１、３水曜日
②第２、４木曜日
　のどちらか

13:30 ～ 15:00

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291

福島市老人福祉センター 2階研修室
（福島市仁井田字八ツ割川原 3）

３月14日（火）

双葉町役場南相馬連絡所 1階会議室
（南相馬市原町区青葉町 2－62－2）

毎週水曜日
南相馬出張所

☎ 080－5730－1166

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申し込み先
双葉町産業交流センター大会議室
（双葉町大字中野字高田 1－1）

3月23日（木） 10:30 ～ 12:00
双葉町地域包括支援センター
☎ 0246 －84 －6729

白河市中央老人福祉センター会議室
（白河市北中川原 313）

3月28日（火） 10:00 ～ 11:30
郡山事務所

☎ 024 －973 －5291

～３月　健康運動教室・サロンのお知らせ ～

消防署からのお知らせ

注）警報音はメーカーや製品により異なります。
●  それでも鳴らない場合は、「電池切れ」か「機器
本体の故障」です。取扱説明書をご覧ください。

正
常
を
お
知
ら
せ
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
ま
た
は
火
災

警
報
音
が
鳴
り
ま
す
。

電
池
が
き
ち
ん
と
セ
ッ
ト

さ
れ
て
い
る
か
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

点検用のヒモを引いたり、点検ボタンを押すなどして作動確認してください。
また、住宅用火災警報器は、１０年を目安に本体または電池の交換をお願いします。

　冬から春は、暖房器具を使用する機会

が多く、空気がとても乾燥していること

から火災が多く発生します。また、春先

は気圧配置が原因で強い南風が吹きやす

く、火災が延焼拡大しやすいからです。

３月になぜ火災が多い？ １位 ２位 ３位たばこ たき火 こんろ

　出火原因の上位は、どれもちょっとした不注意で火災が

発生しています。皆さんの大切な生命や財産を火災から守

るため、火の取扱いには十分注意しましょう！※消防白書より

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・富岡消防署　☎０２４０－２９－２１１９＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は１１９番

正常な場合は？ 音が鳴らない場合は？

春季全国火災予防運動です！３月１日から３月７日まで

住宅用火災警報器の点検を行いましょう
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　仙台国税局では、バイタリティーあふれる国税専門官を募集しています。
　国税専門官は、国の財政を支える重要な仕事を担い、税務署等において、調査・徴収・検査や指導などを
行う税務のスペシャリストです。

　東日本大震災時に原子力被災１２市町村内で事業を行っていた中小事業者や１２市町村内で創業又は事業展
開する事業者に、店舗や事務所の整備等に要する経費の一部を補助する補助金の令和５年度公募を開始します。
　公募期間等の詳細は決まり次第、県ホームページでお知らせします。

１：平成５年４月２日から平成１４年４月１日生まれの者
２：平成１４年４月２日以降生まれの者で次に掲げるもの
　 （１）大学を卒業した者及び令和６年３月までに大学を卒業
　　　　する見込みの者
　 （２）人事院が（１）に掲げる者と同等の資格があると認める者

令和５年３月１日（水）から
３月２０日（月）まで

受験申し込みはインターネット申し込みとする。
国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ（https://www.j inj i .go. jp/saiyo/saiyo.html）

※ 事業を実施する場所、条件によって補
助率、補助上限額が異なります。 詳し
くは県ホームページをご覧ください。

●創業又は事業展開する事業者向け ●被災事業者向け
福島県創業促進・
企業誘致に向けた設備投資等支援補助金

福島県原子力被災事業者事業再開等支援補助金

対象者： 原子力被災１２市町村内において創業
する者、原子力災害発生時に１２市町村
内において事業を行っていなかった事
業者で１２市町村内に事業展開する者

対象者： 東日本大震災時に原子力被災１２市町
村内で事業を行っていた中小事業者

補助上限額：２,２５０万円（※）

補助上限額：３,２００万円（※）

２０２３年度

【試験に関する問い合わせ先】

【問い合わせ先】

内線３２３６仙台国税局人事第二課試験研修係

福島県経営金融課

人事院東北事務局

ＨＰ　https : //www.pref . fukushima.lg . jp/sec/32011b/

☎０２２－２６３－１１１１

☎０２４－５７２－７０１９

☎０２２－２２１－２０２２

○受験資格 ○受験申込受付期間

令和５年６月４日（日）
○第１次試験日

○受験申込方法

国家公務員「国税専門官採用試験」（国家公務員「国税専門官採用試験」（大学卒業程度大学卒業程度）のお知らせ）のお知らせ国家公務員「国税専門官採用試験」（大学卒業程度）のお知らせ

　自動車税（種別割）は、４月１日午前零時現在で車

検証上の所有者（割賦販売の場合は使用者）に課税さ

れます。

　自動車を下取りに出したり、他人に譲り渡したり、

廃車した場合等は、令和５年３月末日までに必ず運輸

支局で名義変更や抹消登録の手続きを行ってください。

　また、車を所有する方がお亡くなりになられた場合

も、必ず運輸支局で相続する方への名義変更や抹消登

録等の手続きを行ってください。なお、避難先等への

郵便物の転送を希望される方は、最寄りの郵便局

へ「転居届」の提出をお願いします。

あなたの自動車は正しく登録されていますか？あなたの自動車は正しく登録されていますか？

■自動車税に関すること

■自動車の登録手続きに関すること

福島県相双地方振興局県税部課税課
間税チーム　☎０２４４－２６－１１２７

国土交通省東北運輸局　福島運輸支局　登録部門
　☎０５０－５５４０－２０１５

いわき自動車検査登録事務所
　☎０５０－５５４０－２０１６

【問い合わせ先】

あなたの自動車は正しく登録されていますか？

原子力被災１２市町村での事業再開・創業支援について原子力被災１２市町村での事業再開・創業支援について原子力被災１２市町村での事業再開・創業支援について
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除染・解体工事について

片付けごみについて

　双葉町の旧特定復興再生拠点区域の建物解体の申請を以下の期間まで受け付けています。申請
書類をそろえるのに時間を要する場合があるため、解体を希望する場合は、解体申請の受付窓口に
お早めにご相談下さい。

　双葉町の旧特定復興再生拠点区域内における家屋について、家屋の片付けによって生じた片
付けごみの回収を行っております。

＜受付時間＞

＜連　絡　先＞

月曜日～金曜日　８：３０～１７：００ （祝日及び年末年始を除く）
（※ＦＡＸによる受付は２４時間行っております。）
株式会社  新成建設（令和４年度環境省業務受託業者）
☎ 0120 － 115 － 261（フリーダイヤル）　　ＦＡＸ：0120 － 115 － 271

福島地方環境事務所からのお知らせ環境省

　建物解体申請の締め切りについて

　片付けごみの個別回収について

【解体申請受付期間】

【解体申請受付窓口】

【片付けごみ回収申込先】 双葉町片付けごみサポートセンター

令和５年８月３１日（木）まで

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～環 境 省

◇放射線モニタリングについて

◇中間貯蔵施設見学会について

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

中間貯蔵工事情報センターでは、工事の進捗を紹介するため、中間貯蔵施設をバスで巡る見学会を開催しています。
３月は、３日（金）、２５日（土）を予定しています。
見学のお申し込み・お問い合わせは、中間貯蔵工事情報センター（☎ 0240－25－8377）までお願い
します。（ＵＲＬ）http://www.jesconet.co.jp/interim_infocenter/index.html

中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）の
ＨＰで公表しております。

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html

＜場　　所＞
＜受付時間＞
＜連　絡　先＞

※旧特定復興再生拠点区域での個別回収の申し込みは
　【令和５年８月３１日（木）】で終了いたします。

　環境省による回収をご希望の方は
お早めに片付けごみサポートセン
ターへお申し込み下さい。

双葉町役場いわき支所１階（いわき市東田町２丁目１９－４）
月曜日～金曜日　８：３０～１７：１５ （祝日及び年末年始を除く）
☎ 0120 － 773 － 275（フリーダイヤル）

高島テクノロジーセンター（令和４年度環境省業務受託業者）

◇輸送について

※１月３１日現在
双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。
 ・令和４年度は、７９,４１８㎥搬入しています。（平成２７年からの累計は3,887,658㎥）
３月１８日（土）～３月２２日（水）は輸送を休止いたします。
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（令和５年 1月31 日現在）

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者
を引き、出生者と転入者を加えた人口を示しています。

・福島県内に避難されている方 3,913人

2,704人・福島県外に避難されている方

【
文
芸
】

　

今
泉　
　

子
（
長
塚
二
）

短
歌
・

河
川
敷　

心
和な

ご

ま
す　

ね
こ
柳

向
う
岸
に
は　

梅ば

い

か花
ち
ら
ほ
ら

　
　

・

避
難
者
に　

北
風
さ
さ
る　

異
郷
の
地

流
れ
る
雲
に　

故ふ
る
さ
と郷

恋
し

俳
句
・

猛
吹
雪　

窓
越
耐
え
て　

じ
っ
と
待
つ

里
謡
・

寒
さ
に
耐
え
た　

つ
ぼ
み
ほ
こ
ろ
び

春
来
た
り
し
と　

土
手
の
梅

　
　

・

お
煮
〆
の　

コ
ト
コ
ト
香
る　

春
彼
岸

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

鈴木　美代 １００ 12月 25日 下　条

森　ミサヲ ９３ 1月　4日 郡　山

泉田　君子 ９１ 1月　5日 両　竹

井上　モヨ ９０ 1月　5日 寺　松

齊藤　　彦 ８２ 1月 12日 郡　山

渡部　　隆　 ７２ 1月 19日 新　山

人のうごき１月分 敬称略

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の名

前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

秘書広報課
（いわき支所代表）☎０２４６－８４－５２００

氏　名 生年月日 保護者 行政区

佐
さ さ き

々木あこ 12月 28日 祐馬・千尋 三　字

令和４年度　双葉町民ボウリング大会
双葉ふれあいクラブからのお知らせ

初心者の方もお気軽にご参加ください！

○日　　程…令和５年３月２５日（土）
受　付　開　始：１２時１５分～
ゲームスタート：１２時４５分～

○表　　彰… １～３位
参加者全員に賞品があります。

【申し込み・問い合わせ先】 双葉ふれあいクラブ ☎：０９０－７３２０－１２８６　ＦＡＸ：０２４８－２１－６１８８

○場　　所…ボウリング王国スポルト平店
いわき市平正月町６１－３
☎０２４６－２２－１６１４

○参  加  費… ５００円

○競技方法… １人３ゲームトータル　ヨーロッパ方式
ハンディキャップ制

○対  象  者… 小学生以上の方

○申込締切… 令和５年３月１７日（金）
電話かＦＡＸにてお申し込みください。

○そ  の  他… 保険については、双葉ふれあいクラブ
で加入しているイベント共済が適用さ
れますが、それ以上の補償はありませ
んのでご了承ください。

福島県最低賃金が福島県最低賃金が
令和令和４年１０月年１０月６日から日から

変わりました変わりました
時間額時間額　８５８８５８円

詳しくは、福島労働局労働基準部賃金室
（☎０２４－５３６－４６０４）または各労働
基準監督署へお問い合わせください。

福島県最低賃金が
令和４年１０月６日から

変わりました
時間額　８５８円
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全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします



双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち
双
葉
町
民

は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分
か
れ
て
避
難
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎
日
を

ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思
い
を
抱
き

続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な
が
ら
「
ふ
る
さ

☎ ０２４６－８４－５２００
（いわき支所代表）

と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、
皆
さ
ん

の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り
一
層
深
ま
る
こ

と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て

い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者

が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を
訪
問
し
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が

作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た

だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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約
７
年
続
い
た
雪
国
暮
ら
し

　

双
葉
町
を
離
れ
て
か
ら
身
を
寄
せ
た
避
難
所
の

う
ち
、
最
も
長
い
期
間
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、

猪
苗
代
町
に
あ
る
ホ
テ
ル
リ
ス
テ
ル
猪
苗
代
で
し

た
。
同
じ
福
島
県
内
と
は
い
え
、
会
津
の
中
で
も

冬
場
の
天
候
が
厳
し
い
と
い
わ
れ
る
場
所
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
せ
い
か
、
避
難
所
が

閉
鎖
と
な
っ
て
か
ら
も
同
町
で
の
生
活
を
続
け
た

の
は
当
家
を
含
め
て
わ
ず
か
の
よ
う
で
し
た
。
父

は
仕
事
の
た
め
浜
通
り
に
単
身
赴
任
す
る
な
ど
大

変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
転
校
先
に
な
じ

む
こ
と
も
で
き
、
中
学
で
は
卓
球
部
に
入
り
、
中

体
連
の
地
区
新
人
戦
で
勝
ち
進
む
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
卒
業
ま
で
不
自
由
を
感
じ
る
こ
と
も
な
く

過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

い
わ
き
市
へ
の
転
居
と
進
学

　

猪
苗
代
町
は
居
心
地
の
良
い
場
所
で
し
た
が
、

震
災
後
、
東
京
都
内
の
親
類
に
身
を
寄
せ
た
祖
母

や
両
親
に
と
っ
て
は
、
故
郷
に
近
く
温
暖
な
環

境
で
の
生
活
を
望
ん
で
い
た
た
め
、
い
わ
き
市

に
自
宅
を
建
て
、
私
の
中
学
卒
業
を
機
に
、
再

び
家
族
全
員
が
揃
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
同
級
生
が
会
津
や
県

中
地
区
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
る
中
、
い
わ

き
地
区
に
あ
る
学
校
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

小
学
生
の
頃
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
興
味
を
持

つ
な
ど
理
系
へ
の
親
し
み
が
あ
っ
た
た
め
、
工
業

分
野
に
つ
い
て
、
基
礎
か
ら
専
門
ま
で
途
切
れ
な

く
５
年
間
し
っ
か
り
と
学
べ
る
福
島
工
業
高
等
専

門
学
校
（
福
島
高
専
）
電
気
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学

科
に
入
学
し
ま
し
た
。

二
十
歳
で
迎
え
る
「
２
つ
の
節
目
」

　

昨
年
20
歳
と
な
り
、
今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
双

葉
町
主
催
の
は
た
ち
を
祝
う
会
に
は
、
約
２
年
間

一
緒
に
過
ご
し
た
双
葉
北
小
学
校
の
同
級
生
５
人

と
と
も
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

高
校
か
ら
ス
ト
レ
ー
ト
に
大
学
へ
進
ん
だ
場

合
、
２
年
生
な
の
で
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
は
あ
と

半
分
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
高
専
で
は
最
高
学
年
と

な
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
大
人
の
仲
間
入
り
」
だ

け
で
な
く
「
卒
業
」
と
い
う
大
切
な
時
期
と
な
り

ま
す
。
今
年
度
は
、
高
専
５
年
間
の
集
大
成
と
し

て
「
強
誘
電
体
の
測
定
シ
ス
テ
ム
」
を
テ
ー
マ
に

卒
業
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
入
学
当
初
、
在

学
期
間
の
先
は
長
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
学

生
生
活
も
残
り
約
１
カ
月
で
す
。

安
全
・
安
心
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て

　

卒
業
後
、
こ
の
春
か
ら
電
機
系
の
会
社
に
就

職
し
、
画
像
や
映
像
に
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
デ
ー
タ

処
理
を
行
う
こ
と
で
、
防
犯
や
防
災
に
活
用
す

る
分
野
に
携
わ
る
予
定
で
す
。

　

こ
こ
十
数
年
で
、
震
災
と
原
発
事
故
、
令
和
元

年
の
水
害
な
ど
様
々
な
災
害
を
経
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
は
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
も
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
の
発
生
自
体
は
防
ぎ
よ
う

が
な
く
て
も
、
そ
う
し
た
技
術
は
減
災
へ
の
一
助

と
な
り
得
る
の
で
、
仕
事
を
通
し
て
そ
の
よ
う
な

お
役
に
立
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●避難先●
　福島県いわき市

（長塚二）

小畑  翔矢 さん
おばた       しょうや
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多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
祝
福
を
受
け

　

は
た
ち
を
祝
う
会
の
当
日
、
会
場
と
な
っ
た
町

役
場
庁
舎
の
周
辺
で
は
ダ
ル
マ
市
が
行
わ
れ
て
お

り
、
会
の
終
了
後
、
ス
ー
ツ
や
着
物
姿
と
な
っ
て

い
る
私
た
ち
の
姿
を
見
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

「
は
た
ち
、
お
め
で
と
う
！
」
と
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
前
回
、
双
葉
町
で
行
わ
れ
た
ダ

ル
マ
市
に
行
っ
た
の
は
小
学
２
年
生
、
そ
の
次
と

な
っ
た
今
回
は
20
歳
で
、
一
気
に
10
年
以
上
ワ
ー

プ
し
た
感
慨
深
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
に
打
ち
込
ん
だ
高
校
生
活

　

元
来
、
そ
れ
ほ
ど
体
が
大
き
く
な
い
た
め
、
長

兄
を
は
じ
め
自
衛
隊
員
が
被
災
地
で
活
動
し
て
い

る
姿
を
み
て
、
心
身
の
強
さ
を
持
ち
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
、そ
れ
を
行
動
に
移
す
一
環
と
し
て
、

高
校
入
学
後
は
、
強
靭じ

ん

な
体
が
必
要
に
な
る
ラ
グ

ビ
ー
部
に
入
り
ま
し
た
。

　

一
般
に
、
高
校
の
部
活
動
は
小
中
学
生
の
頃
か

ら
続
け
て
き
た
種
目
（
類
似
競
技
等
を
含
む
）
の

経
験
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
し
か
も
、
ラ
グ
ビ
ー
な

ど
体
格
へ
の
要
求
が
強
い
傾
向
に
あ
る
競
技
で
は

な
お
さ
ら
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
入
学
先
の
ラ

グ
ビ
ー
部
は
、
人
数
が
少
な
く
未
経
験
者
の
勧
誘

を
前
提
と
し
て
い
た
た
め
、
中
学
時
代
は
い
わ
ゆ

る
「
帰
宅
部
」
だ
っ
た
と
い
う
部
員
も
い
て
、
私

の
よ
う
な
未
経
験
で
体
づ
く
り
か
ら
と
い
う
者
で

も
、
先
輩
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
有
意

義
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
、
試

合
で
は
、
私
た
ち
と
は
逆
に
ほ
ぼ
全
員
が
物
心
付

い
た
と
き
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
を
続
け
て
い
る
猛
者
で

固
め
ら
れ
て
い
る
他
校
の
強
豪
チ
ー
ム
と
対
戦
す

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
容
赦
な
く
「
自
分
の
限

界
」
を
突
き
つ
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、そ
れ
は
、

他
に
頼
る
の
で
は
な
く
「
自
分
自
身
で
問
題
に
向

き
合
う
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
こ
と
で
も

あ
り
ま
し
た
。

勇
気
付
け
て
く
れ
た
兄
や
姉
た
ち

　

双
葉
町
を
離
れ
て
か
ら
、
家
族
が
離
合
集
散
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
短
い
と
き
は
数
日
、
長
く
て

も
数
カ
月
か
ら
１
年
程
度
で
各
地
を
転
々
と
し
ま

し
た
。
震
災
当
時
は
小
学
２
年
で
、
世
間
や
大
人

の
事
情
を
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
一
家

の
生
活
再
建
に
つ
い
て
何
の
力
に
も
な
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。「
明
日
は
ど
う
な
る
の
か
」
と
い
う
不

安
ば
か
り
で
し
た
が
、
そ
う
し
た
気
持
ち
の
支
え

に
な
っ
て
く
れ
た
の
は
兄
や
姉
た
ち
で
、今
で
は
、

お
互
い
に
離
れ
て
生
活
し
て
い
て
も
良
き
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
話
相
手
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

将
来
、
も
し
叶
う
な
ら
ば
…

　

今
年
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
等
に
つ
い

て
勉
強
し
て
い
た
専
門
学
校
を
卒
業
し
、
４
月
か

ら
は
映
画
会
社
系
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
会
社
に

就
職
し
ま
す
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
親
和
性
の
あ

る
職
種
で
す
が
、
連
係
プ
レ
ー
が
必
要
で
対
面
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
後
、
さ

ら
に
情
報
通
信
技
術
が
向
上
し
、
イ
ン
フ
ラ
や
双

葉
町
内
に
お
け
る
生
活
環
境
の
整
備
が
進
め
ば
、

将
来
、
故
郷
と
の
２
拠
点
居
住
を
し
な
が
ら
の
生

活
も
夢
で
は
な
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。

●避難先●
　千葉県松戸市

（新山）

三輪  駿登 さん
みわ              はやと
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桃
の
つ
ぼ
み
が
ほ
こ
ろ
ぶ
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
２
月
３
日
に
町
立
幼
稚
園
、
小
学
校
で
行
わ
れ
た
豆
ま
き
集

会
で
の
一
場
面
で
す
。
体
育
館
で
行
わ
れ
た
集
会
で
は
、
各
学
年
か
ら
１
人
ず

つ
「
追
い
出
し
た
い
鬼
」
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
「
怒
り
ん

ぼ
う
鬼
」
や
「
風
邪
ひ
き
鬼
」、「
姿
勢
が
悪
い
鬼
」
な
ど
「
心
の
鬼
」
を
元
気
い
っ

ぱ
い
に
発
表
し
た
こ
と
で
、
体
育
館
全
体
の
雰
囲
気
が
一
気
に
和
み
ま
し
た
。

　

各
教
室
で
は
、
自
分
で
作
っ
た
鬼
の
お
面
を
つ
け
て
、
子
ど
も
た
ち
が
豆
ま
き

を
楽
し
み
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
豆
ま
き
が
終
わ
る
と
、
校
長
先
生
や
先

生
方
も
鬼
の
お
面
を
つ
け
て
豆
ま
き
に
参
加
。
先
生
方
が
教
室
に
入
る
と
「
鬼
は

外
！
」
と
子
ど
も
た
ち
が
大
喜
び
す
る
様
子
を
見
て
、
子
ど
も
た
ち
と
先
生
方
が

一
緒
に
行
事
を
つ
く
る
素
敵
な
学
校
だ
な
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

今
月
号
21
ペ
ー
ジ
の
絆
通
信
の
写
真
は
、
広
報
ふ
た
ば
２
月
号
に
掲
載
し
た

「
は
た
ち
を
祝
う
会
」
に
出
席
さ
れ
た
方
の
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
卒
園
式
で
の

写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

－ 

編
集
後
記 

－
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１月２４日、いわき市勿来酒井復興公営
住宅集会所にて開催されたタブレット
交流会に参加した皆さんの笑顔です。


